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資料紹介

■亀山山頂より　～記録された明治のながめ～
　平成 30 年（2018）9 月、山口市
の亀山山頂広場が市民公園として
リニューアルされました。広場は、
中心市街地を一望できる高さ68
メートルの小高い丘陵に位置して
います。
　明治30年代、ここには毛利敬親・
元徳と支藩主の銅像６体が建立さ
れ、銅像公園として親しまれていま
した。亀山で重視されたのはその
眺望であったと考えられます。当時
の県庁舎や県会議事堂、毛利家
香山墓所、元就・敬親を祀る豊栄
神社・野田神社などを眼下に見渡
すことができる亀山は、「近代日本の
旗手」となった山口県人の紐帯を象
徴する場所のひとつとして強く意識
されていたのでしょう。昭和 11 年

（1936）12月、「王政復古七十年」記
念式典の会場も亀山でした。

　毛利家文庫（81 写真資料 31）には亀山山頂からの眺望を収めた写真が 6 点残されています（いずれも山口
町の写真師麻生雲烟撮影）。撮影方向を北から時計回りに並べると①から⑥の順になります。写真⑤に落成
直前の日露戦役記念砲台公園の様子を確認できることから、撮影時期は明治 43 年（1910）春と推察されます。
写真からは、旧藩庁門、瑠璃光寺五重塔、八坂神社の木製大鳥居、旧松原写真館の塔屋と写場のトップラ
イト（あかりとり）、豊栄神社・野田神社・今八幡宮の社叢、龍福寺、歩兵四二聯隊の兵営、高等商業学校
グラウンド、県立山口図書館などを確認できます。萩往還道や石州街道沿いに建物の棟がすきまなく連続して
おり、当時のまちのにぎわいの様子が伝わってきます。さらに、周囲の山容に目をむけると、所 に々樹木の伐採さ
れた箇所が見えます。下草・落葉なども利用されていたものと思われ、山が当時の日常にとりこまれていたことが
わかります。
　なお、写真データは当館 web サイトからダウンロードできます。
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写真①「県庁を望む」 写真②「石州及萩街道を望む」

写真③「古熊山を望む」 写真④「三田尻街道を望む」

写真⑤「小郡街道を望む」 写真⑥「鴻峰を望む」



（
１
）
山
口
県
民
歌

　
　
　
　
　
　  

懸
賞
募
集
篇
改
潤

　
　
　
　
　
　
　
　
　  

渡
邊
世
祐

　
　
　
　
　
　  

作
詞
　
高
野
辰
之

　
　
　
　
　
　  

作
曲
　
信
時
　
潔

一 

豊
浦
の
宮
の
故
事
し
の
び

藩
祖
の
訓
代
々
に
守
り
て

百
万
一
心
結
び
も
固
く

奉
公
の
意
気
天
地
に
満
て
り

い
ざ
い
ざ
仰
げ
御
遺
徳

永
久
に
か
は
ら
ぬ
御
鏡
ぞ

二 

幾
百
年
の
妖
雲
払
ひ

天
日
の
光
四
海
を
照
す

維
新
の
偉
業
翼
賛
の
誉

負
持
つ
我
等
ぞ
山
口
県
民

い
ざ
い
ざ
仰
げ
指
月
山

焦
土
尊
王
の
精
神
を

三 

三
面
海
な
る
天
与
の
国
土

営
む
農
商
漁
塩
の
外
に

新
に
興
れ
る
殷
賑
工
業

雲
な
す
煙
は
二
州
に
な
び
く

い
ざ
い
ざ
仰
げ
水
陸
の

産
業
文
化
の
結
ぶ
実
を

四 

西
日
本
の
玄
関
出
で
て

指
す
は
大
陸
亜
細
亜
の
空
に

共
存
共
栄
心
に
期
し
て

正
し
き
力
新
し
き
生
命

い
ざ
い
ざ
仰
げ
諸
共
に

築
き
上
ぐ
べ
き
大
殿
堂

（
３
）
山
口
県
民
の
歌

作
詞
　
佐
藤
春
夫
　

作
曲
　
信
時
　
潔
　

一 

錦
帯
橋
は
う
ら
ら
か
に

秋
吉
台
は
さ
や
か
な
り

秀
麗
の
地
に
偉
人
出
で

維
新
の
偉
業
為
せ
る
か
な

誇
り
と
使
命
忘
れ
め
や

山
口
県
の
我
ら
み
な

二 

周
芳
穴
戸
の
い
に
し
え
を

つ
ぎ
し
大
内
毛
利
ら
が

代
々
の
栄
え
の
跡
と
め
て

伝
統
永
き
文
化
の
地

誇
り
と
使
命
忘
れ
め
や

山
口
県
の
我
ら
み
な

三 

二
つ
の
海
に
海
の
幸

地
中
の
宝 

山
の
富

世
に
捧
ぐ
べ
き
天
然
の

資
源
は
尽
き
ぬ
ふ
る
さ
と
の

誇
り
と
使
命
忘
れ
め
や

山
口
県
の
我
ら
み
な

防
長
唱
歌 

第
二
集 （
一
部
）

作
詞
　
富
田
武
一
　

作
曲
　
大
橋
純
二
郎

淺
田
五
一
　

第
七
　
吉
敷
郡

一 

郡
界
な
る
鯖
山
を

下
れ
ば
小
鯖
の
禅
昌
寺

昔
は
西
国
の
高
野
と
て

今
も
そ
の
名
ぞ
い
と
高
き

二 

音
に
き
こ
え
て
鳴
瀧
の

泰
雲
寺
に
も
た
ち
寄
り
て

く
れ
ば
氷
上
の
橋
近
き

山
手
に
見
ゆ
る
興
隆
寺

三 

大
内
氏
の
氏
寺
と

栄
え
し
か
ど
も
名
に
も
似
ず

衰
へ
果
て
て
本
堂
の

跡
は
山
口
農
学
校

四 

御
堀
の
里
の
外
郎
羹

名
産
な
れ
ば
あ
が
な
ひ
て

鰐
石
見
つ
つ
鰐
石
橋

渡
れ
ば
山
口
町
ぞ
か
し

五 

山
口
は
も
と
山
口
と

い
ふ
豪
族
の
す
め
り
し
を

大
内
弘
世
ほ
ろ
ぼ
し
て

基
開
き
し
あ
と
ど
こ
ろ

六 

九
代
の
孫
の
義
隆
卿

防
長
豊
筑
芸
備
石

七
ヶ
国
を
管
領
し

西
国
一
の
大
都
会

七 

そ
の
館
址
の
古
寺
の

庭
に
の
こ
れ
る
豊
後
石

苔
の
筵
の
露
ふ
み
て

誰
か
む
か
し
を
し
き
忍
ぶ

（
33
番
ま
で
つ
づ
く
）

（
２
）
山
口
県
民
歌
Ａ・Ｂ

　
山
口
県
民
歌
Ａ

作
詞
　
岩
本
邦
子

作
曲
　
大
村
能
章

一 

朝
だ
大
気
を
い
っ
ぱ
い
吸
っ
て

行
こ
う
よ
野
良
へ
工
場
へ
海
へ

働
く
者
の
郷
土
を
作
る

そ
う
だ
希
望
だ
山
口
県
だ

み
ん
な
一
緒
に
が
ん
ば
ろ
う

二 

瀬
戸
の
う
ち
う
み
船
あ
し
軽
く

長
門
の
浦
の
夕
日
も
赤
い

た
の
し
い
平
和
な
日
本
を
作
る

そ
う
だ
希
望
だ
山
口
県
だ

み
ん
な
一
緒
に
が
ん
ば
ろ
う

三 

明
治
維
新
の
あ
の
父
祖
達
の

熱
と
力
を
今
こ
の
腕
で

生
ま
れ
か
わ
っ
た
世
界
を
つ
く
る

そ
う
だ
希
望
だ
山
口
県
だ

み
ん
な
一
緒
に
が
ん
ば
ろ
う

　
山
口
県
民
歌
Ｂ

作
詞
　
清
川
　
妙

作
曲
　
大
村
能
章

一 

波
か
す
む
瀬
戸
の
島
よ
り

潮
騒
の
北
海
か
け
て

や
ま
か
は
の
清
け
き
山
口

白
き
み
か
ん
の
花
咲
く
丘
に

あ
か
る
く
希
望
の
虹
は
た
つ
よ

二 

豊
か
な
る 

山
幸 

海
幸

こ
こ
ろ
燃
え
働
く
人
ら

あ
ら
た
な
り
伸
び
行
く
山
口

防
長
の
名
の
か
ほ
る
野
の
上

高
く
建
設
の
旗
が
な
び
く
よ

三 

戦
ひ
す
て
た
る
民
の

命
も
て
築
か
ん
楽
土

夢
あ
れ
よ
ふ
る
さ
と
山
口

あ
ふ
ぐ
み
ど
り
の
山
脈
の
空

今
か
平
和
の
鐘
も
ひ
び
く
よ

１
　
山
口
県
民
歌
３
代

山
口
県
で
は
県
民
歌
が
３
回
作
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
歌
詞
は
時
代
背
景
の
違
い

を
反
映
し
て
目
指
す
べ
き
県
の
理
想
の
姿
が
歌
わ
れ
て
お
り
、
３
つ
を
比
べ
る
こ
と
で
山
口

県
の
自
画
像
の
変
遷
を
た
ど
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

（
１
）山
口
県
民
歌（
昭
和
十
五
年
）　*

一
般
郷
土
史
料
Ｂ
383
〜
385

紀
元
二
六
〇
〇
年
記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
制
定
さ
れ
ま
し
た
。
歌
詞
は
県
民
の
応
募
作

品
を
も
と
に
、
山
口
県
出
身
の
文
学
博
士
渡
邉
世
祐
、
文
部
省
唱
歌
の
作
詞
者
で
あ
る
高
野

辰
之
が
加
筆
修
正
し
完
成
さ
せ
ま
し
た（
作
曲
は
信
時
潔
）。
歌
詞
は
山
口
県
の
歴
史
を
基
調

と
し
、
１
番
と
２
番
が
県
の
過
去
、
３
番
が
現
在
、
４
番
が
将
来
を
歌
っ
て
い
ま
す
。
大
陸

へ
の
進
出
を
歌
う
４
番
か
ら
は
時
代
の
雰
囲
気
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

（
２
）山
口
県
民
歌
Ａ・Ｂ（
昭
和
二
十
六
年
）　*「
教
育
広
報
第
３
巻
第
４
号
」（
行
政
資
料
50
教
育
76
）掲
載

終
戦
と
と
も
に（
１
）は
廃
止
さ
れ
、
昭
和
二
十
六
年
に
新
し
い
県
民
歌
が
制
定
さ
れ
ま
し

た
。
こ
こ
で
も
歌
詞
が
募
集
さ
れ
、
選
考
の
結
果
、
岩
本
邦
子
と
清
川
妙
の
２
作
品
が
甲
乙

つ
け
が
た
く
、「
山
口
県
民
歌
Ａ
」「
山
口
県
民
歌
Ｂ
」と
し
て
両
者
と
も
採
用
と
な
り
ま
し
た
。

歌
詞
に
続
き
曲
も
募
集
さ
れ
ま
し
た
が
該
当
作
品
が
無
く
、
２
つ
と
も
防
府
市
在
住
の
作
曲

家
大
村
能
章
が
曲
を
付
け
ま
し
た
。「
希
望
」「
平
和
」「
夢
」「
虹
」な
ど
明
る
い
未
来
を
連
想
さ

せ
る
言
葉
が
含
ま
れ
て
お
り
、
戦
後
間
も
な
い
時
代
の
雰
囲
気
を
よ
く
表
し
て
い
ま
す
。

（
３
）山
口
県
民
の
歌（
昭
和
三
十
八
年
）　*

山
口
県
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
掲
載

現
在
の
県
民
歌
は
県
政
施
行
九
〇
周
年
と
第
一
八
回
国
民
体
育
大
会
開
催
に
あ
わ
せ
て
昭

和
三
十
八
年
に
制
定
さ
れ
ま
し
た
。
作
詞
は
佐
藤
春
夫
、
作
曲
は
信
時
潔
で
す
。
歌
の
お
披

露
目
と
し
て
、
五
月
二
十
四
日
、
県
立
体
育
館
で「
県
民
の
歌 

発
表
会
」が
催
さ
れ
、
宇
部
市

出
身
の
歌
手
三
鷹
淳
に
よ
る
歌
と
歌
唱
指
導
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
な
お
、
国
体
開
催
に
あ
わ

せ
て
、
県
民
歌
と
と
も
に
県
旗
も
制
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

「防長唱歌」と「県民歌」 に見る山口県の歴史

山口県民歌Ａの楽譜

「県民の歌発表会」
（リーフレット昭和38-26）

２
　
地
理
歴
史
防
長
唱
歌（
防
長
唱
歌
）

「
汽
笛
一
声
新
橋
を
」で
知
ら
れ
る「
地
理
教
育
鉄
道
唱
歌
」（
鉄
道
唱
歌
）が
刊
行
さ
れ
た

の
が
明
治
三
十
三
年（
一
九
〇
〇
）五
月
。
こ
の
こ
ろ「
地
理
唱
歌
」「
地
理
歴
史
唱
歌
」と
銘

打
ち
、
郷
土
を
歌
っ
た
唱
歌
が
全
国
各
地
で
作
ら
れ
ま
し
た
。
多
く
は
現
在
忘
れ
ら
れ
て

い
ま
す
が
、
長
野
県
の「
信
濃
の
国
」の
よ
う
に
、
県
民
歌
と
し
て
歌
い
継
が
れ
て
い
る
も

の
も
あ
り
ま
す
。

「
地
理
歴
史
防
長
唱
歌
」（
防
長
唱
歌
）も
そ
の
一
つ
で
、 

山
口
県
内
各
地
の
地
理
、
寺
社･

駅･

産
業
や
産
物
、
重
要
な
史
跡
、
地
域
の
歴
史
な
ど
が
端
的
に
、
か
つ
リ
ズ
ミ
カ
ル
に
歌

わ
れ
て
い
ま
す
。
県
全
体
と
大
島･

玖
珂･

熊
毛･

都
濃
郡
を
扱
う
第
一
集
が
明
治
三
十
四
年

一
月
、
佐
波･

吉
敷･

厚
狭･

美
祢
郡
を
扱
う
第
二
集
が
同
三
十
六
年
一
月
に
刊
行
さ
れ
ま
し

た
。
豊
浦･

大
津･

阿
武
各
郡
と
下
関
市
を
扱
う
第
三
集
は
、
第
二
集
刊
行
時
に「
近
刊
」と

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
実
際
刊
行
さ
れ
た
か
は
不
明
で
す
。

「
地
理
歴
史
防
長
唱
歌
」の
作
詞
者
は
、
当
時
、
徳
山
中
学
校
教
諭
で
あ
っ
た
富
田
武
一

で
す
。
富
田
は
国
語･

漢
文･

修
身
な
ど
を
担
当
し
た
教
員
で
、
の
ち
岩
国
・
豊
浦
高
等
女

学
校
の
校
長
と
な
り
、
県
内
の
女
子
教
育
に
大
き
な
功
績
の
あ
っ
た
人
物
で
す
。
歴
史
や

地
理
に
深
い
知
識
を
も
つ
富
田
は
、
晩
年
東
京
で
公
爵
毛
利
家
特
別
職
員
と
な
り
、
両
公

伝
編
纂
事
業（
幕
末
維
新
期
の
毛
利
家
当
主
敬
親･

元
徳
の
伝
記
編
纂
事
業
）に
従
事
し
、
伝

記
執
筆
を
担
当
し
ま
し
た
。

作
曲
者
は
、
第
一
集
が
山
口
県
師
範
学
校
教
諭
大
橋
純
二
郎
。
第
二
集
に
は
大
橋
が
作

曲
し
た
別
の
曲
と
、
都
濃
郡
戸
田
村
立
桜
田
高
等
小
学
校
校
長
淺
田
五
一
が
作
曲
し
た
楽

譜
も
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
大
橋
純
二
郎
は
京
都
出
身
、
県
師
範
学
校
二
人
目
の
音
楽
専

門
教
師
と
し
て
赴
任
し
、
の
ち
静
岡
県
師
範
学
校
に
転
任
し
ま
し
た（
梶
田
清
七『
山
口
発

信 

唱
歌
の
航
跡
』参
照
）。
音
楽
の
専
門
家
で
あ
っ
た
大
橋
の
格
調
高
い
メ
ロ
デ
ィ
ー
と
、

当
時
流
行
し
た「
ピ
ョ
ン
コ
節
」で
作
ら
れ
た
淺
田
の
親
し
み
や
す
い
メ
ロ
デ
ィ
ー
が
対
照

的
で
す
。

「防長唱歌　第2集」
（一般郷土史料Ｂ379）

　第 13 回中国四国地区アーカイブズウィーク

　文書館レキシノオト ～音で読み解く防長の歴史～
平成 30 年度のアーカイブズウィークは「音」をテーマにしました（6月 1日～11 日）。
「文書館と音」とは不思議な組み合わせですが、注意深く耳を傾けると、所蔵資料の中から意
外に多くの音が聞こえてきました。アーカイブズ展示では、これらの音に関する資料を「歴史
の音」「戦いの音」「生活の音」「芸能の音」などの視点から紹介しました（展示解説シートはウェ
ブサイトからダウンロードできます）。　　
歴史探究講座では、当館山本明史・和田秀作・山﨑一郎専門研究員が「防長唱歌」と「県民歌」
から山口県の歴史を振り返りました。また、県立山口図書館司書の廣重順子・仁田野茉莉さ
んには、「図書館秘蔵の『音』で聞く時代の風景」と題して図書館所蔵の SPレコードから戦前の
貴重な音を紹介していただきました。アーカイブズ歴史小話では、「音で読み解く防長の歴史」
をテーマに、当館職員がリレー形式で研究報告を行いました。

「県民の歌発表会」（広報課大型写真311）
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（
１
）
山
口
県
民
歌

　
　
　
　
　
　  

懸
賞
募
集
篇
改
潤

　
　
　
　
　
　
　
　
　  

渡
邊
世
祐

　
　
　
　
　
　  

作
詞
　
高
野
辰
之

　
　
　
　
　
　  

作
曲
　
信
時
　
潔

一 

豊
浦
の
宮
の
故
事
し
の
び

藩
祖
の
訓
代
々
に
守
り
て

百
万
一
心
結
び
も
固
く

奉
公
の
意
気
天
地
に
満
て
り

い
ざ
い
ざ
仰
げ
御
遺
徳

永
久
に
か
は
ら
ぬ
御
鏡
ぞ

二 

幾
百
年
の
妖
雲
払
ひ

天
日
の
光
四
海
を
照
す

維
新
の
偉
業
翼
賛
の
誉

負
持
つ
我
等
ぞ
山
口
県
民

い
ざ
い
ざ
仰
げ
指
月
山

焦
土
尊
王
の
精
神
を

三 

三
面
海
な
る
天
与
の
国
土

営
む
農
商
漁
塩
の
外
に

新
に
興
れ
る
殷
賑
工
業

雲
な
す
煙
は
二
州
に
な
び
く

い
ざ
い
ざ
仰
げ
水
陸
の

産
業
文
化
の
結
ぶ
実
を

四 

西
日
本
の
玄
関
出
で
て

指
す
は
大
陸
亜
細
亜
の
空
に

共
存
共
栄
心
に
期
し
て

正
し
き
力
新
し
き
生
命

い
ざ
い
ざ
仰
げ
諸
共
に

築
き
上
ぐ
べ
き
大
殿
堂

（
３
）
山
口
県
民
の
歌

作
詞
　
佐
藤
春
夫
　

作
曲
　
信
時
　
潔
　

一 

錦
帯
橋
は
う
ら
ら
か
に

秋
吉
台
は
さ
や
か
な
り

秀
麗
の
地
に
偉
人
出
で

維
新
の
偉
業
為
せ
る
か
な

誇
り
と
使
命
忘
れ
め
や

山
口
県
の
我
ら
み
な

二 

周
芳
穴
戸
の
い
に
し
え
を

つ
ぎ
し
大
内
毛
利
ら
が

代
々
の
栄
え
の
跡
と
め
て

伝
統
永
き
文
化
の
地

誇
り
と
使
命
忘
れ
め
や

山
口
県
の
我
ら
み
な

三 

二
つ
の
海
に
海
の
幸

地
中
の
宝 

山
の
富

世
に
捧
ぐ
べ
き
天
然
の

資
源
は
尽
き
ぬ
ふ
る
さ
と
の

誇
り
と
使
命
忘
れ
め
や

山
口
県
の
我
ら
み
な

防
長
唱
歌 

第
二
集 （
一
部
）

作
詞
　
富
田
武
一
　

作
曲
　
大
橋
純
二
郎

淺
田
五
一
　

第
七
　
吉
敷
郡

一 

郡
界
な
る
鯖
山
を

下
れ
ば
小
鯖
の
禅
昌
寺

昔
は
西
国
の
高
野
と
て

今
も
そ
の
名
ぞ
い
と
高
き

二 

音
に
き
こ
え
て
鳴
瀧
の

泰
雲
寺
に
も
た
ち
寄
り
て

く
れ
ば
氷
上
の
橋
近
き

山
手
に
見
ゆ
る
興
隆
寺

三 

大
内
氏
の
氏
寺
と

栄
え
し
か
ど
も
名
に
も
似
ず

衰
へ
果
て
て
本
堂
の

跡
は
山
口
農
学
校

四 

御
堀
の
里
の
外
郎
羹

名
産
な
れ
ば
あ
が
な
ひ
て

鰐
石
見
つ
つ
鰐
石
橋

渡
れ
ば
山
口
町
ぞ
か
し

五 

山
口
は
も
と
山
口
と

い
ふ
豪
族
の
す
め
り
し
を

大
内
弘
世
ほ
ろ
ぼ
し
て

基
開
き
し
あ
と
ど
こ
ろ

六 

九
代
の
孫
の
義
隆
卿

防
長
豊
筑
芸
備
石

七
ヶ
国
を
管
領
し

西
国
一
の
大
都
会

七 
そ
の
館
址
の
古
寺
の

庭
に
の
こ
れ
る
豊
後
石

苔
の
筵
の
露
ふ
み
て

誰
か
む
か
し
を
し
き
忍
ぶ

（
33
番
ま
で
つ
づ
く
）

（
２
）
山
口
県
民
歌
Ａ・Ｂ

　
山
口
県
民
歌
Ａ

作
詞
　
岩
本
邦
子

作
曲
　
大
村
能
章

一 

朝
だ
大
気
を
い
っ
ぱ
い
吸
っ
て

行
こ
う
よ
野
良
へ
工
場
へ
海
へ

働
く
者
の
郷
土
を
作
る

そ
う
だ
希
望
だ
山
口
県
だ

み
ん
な
一
緒
に
が
ん
ば
ろ
う

二 

瀬
戸
の
う
ち
う
み
船
あ
し
軽
く

長
門
の
浦
の
夕
日
も
赤
い

た
の
し
い
平
和
な
日
本
を
作
る

そ
う
だ
希
望
だ
山
口
県
だ

み
ん
な
一
緒
に
が
ん
ば
ろ
う

三 
明
治
維
新
の
あ
の
父
祖
達
の

熱
と
力
を
今
こ
の
腕
で

生
ま
れ
か
わ
っ
た
世
界
を
つ
く
る

そ
う
だ
希
望
だ
山
口
県
だ

み
ん
な
一
緒
に
が
ん
ば
ろ
う

　
山
口
県
民
歌
Ｂ

作
詞
　
清
川
　
妙

作
曲
　
大
村
能
章

一 

波
か
す
む
瀬
戸
の
島
よ
り

潮
騒
の
北
海
か
け
て

や
ま
か
は
の
清
け
き
山
口

白
き
み
か
ん
の
花
咲
く
丘
に

あ
か
る
く
希
望
の
虹
は
た
つ
よ

二 

豊
か
な
る 

山
幸 

海
幸

こ
こ
ろ
燃
え
働
く
人
ら

あ
ら
た
な
り
伸
び
行
く
山
口

防
長
の
名
の
か
ほ
る
野
の
上

高
く
建
設
の
旗
が
な
び
く
よ

三 

戦
ひ
す
て
た
る
民
の

命
も
て
築
か
ん
楽
土

夢
あ
れ
よ
ふ
る
さ
と
山
口

あ
ふ
ぐ
み
ど
り
の
山
脈
の
空

今
か
平
和
の
鐘
も
ひ
び
く
よ

１
　
山
口
県
民
歌
３
代

山
口
県
で
は
県
民
歌
が
３
回
作
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
歌
詞
は
時
代
背
景
の
違
い

を
反
映
し
て
目
指
す
べ
き
県
の
理
想
の
姿
が
歌
わ
れ
て
お
り
、
３
つ
を
比
べ
る
こ
と
で
山
口

県
の
自
画
像
の
変
遷
を
た
ど
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

（
１
）山
口
県
民
歌（
昭
和
十
五
年
）　*

一
般
郷
土
史
料
Ｂ
383
〜
385

紀
元
二
六
〇
〇
年
記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
制
定
さ
れ
ま
し
た
。
歌
詞
は
県
民
の
応
募
作

品
を
も
と
に
、
山
口
県
出
身
の
文
学
博
士
渡
邉
世
祐
、
文
部
省
唱
歌
の
作
詞
者
で
あ
る
高
野

辰
之
が
加
筆
修
正
し
完
成
さ
せ
ま
し
た（
作
曲
は
信
時
潔
）。
歌
詞
は
山
口
県
の
歴
史
を
基
調

と
し
、
１
番
と
２
番
が
県
の
過
去
、
３
番
が
現
在
、
４
番
が
将
来
を
歌
っ
て
い
ま
す
。
大
陸

へ
の
進
出
を
歌
う
４
番
か
ら
は
時
代
の
雰
囲
気
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

（
２
）山
口
県
民
歌
Ａ・Ｂ（
昭
和
二
十
六
年
）　*「
教
育
広
報
第
３
巻
第
４
号
」（
行
政
資
料
50
教
育
76
）掲
載

終
戦
と
と
も
に（
１
）は
廃
止
さ
れ
、
昭
和
二
十
六
年
に
新
し
い
県
民
歌
が
制
定
さ
れ
ま
し

た
。
こ
こ
で
も
歌
詞
が
募
集
さ
れ
、
選
考
の
結
果
、
岩
本
邦
子
と
清
川
妙
の
２
作
品
が
甲
乙

つ
け
が
た
く
、「
山
口
県
民
歌
Ａ
」「
山
口
県
民
歌
Ｂ
」と
し
て
両
者
と
も
採
用
と
な
り
ま
し
た
。

歌
詞
に
続
き
曲
も
募
集
さ
れ
ま
し
た
が
該
当
作
品
が
無
く
、
２
つ
と
も
防
府
市
在
住
の
作
曲

家
大
村
能
章
が
曲
を
付
け
ま
し
た
。「
希
望
」「
平
和
」「
夢
」「
虹
」な
ど
明
る
い
未
来
を
連
想
さ

せ
る
言
葉
が
含
ま
れ
て
お
り
、
戦
後
間
も
な
い
時
代
の
雰
囲
気
を
よ
く
表
し
て
い
ま
す
。

（
３
）山
口
県
民
の
歌（
昭
和
三
十
八
年
）　*

山
口
県
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
掲
載

現
在
の
県
民
歌
は
県
政
施
行
九
〇
周
年
と
第
一
八
回
国
民
体
育
大
会
開
催
に
あ
わ
せ
て
昭

和
三
十
八
年
に
制
定
さ
れ
ま
し
た
。
作
詞
は
佐
藤
春
夫
、
作
曲
は
信
時
潔
で
す
。
歌
の
お
披

露
目
と
し
て
、
五
月
二
十
四
日
、
県
立
体
育
館
で「
県
民
の
歌 

発
表
会
」が
催
さ
れ
、
宇
部
市

出
身
の
歌
手
三
鷹
淳
に
よ
る
歌
と
歌
唱
指
導
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
な
お
、
国
体
開
催
に
あ
わ

せ
て
、
県
民
歌
と
と
も
に
県
旗
も
制
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

「防長唱歌」と「県民歌」 に見る山口県の歴史

山口県民歌Ａの楽譜

「県民の歌発表会」
（リーフレット昭和38-26）

２
　
地
理
歴
史
防
長
唱
歌（
防
長
唱
歌
）

「
汽
笛
一
声
新
橋
を
」で
知
ら
れ
る「
地
理
教
育
鉄
道
唱
歌
」（
鉄
道
唱
歌
）が
刊
行
さ
れ
た

の
が
明
治
三
十
三
年（
一
九
〇
〇
）五
月
。
こ
の
こ
ろ「
地
理
唱
歌
」「
地
理
歴
史
唱
歌
」と
銘

打
ち
、
郷
土
を
歌
っ
た
唱
歌
が
全
国
各
地
で
作
ら
れ
ま
し
た
。
多
く
は
現
在
忘
れ
ら
れ
て

い
ま
す
が
、
長
野
県
の「
信
濃
の
国
」の
よ
う
に
、
県
民
歌
と
し
て
歌
い
継
が
れ
て
い
る
も

の
も
あ
り
ま
す
。

「
地
理
歴
史
防
長
唱
歌
」（
防
長
唱
歌
）も
そ
の
一
つ
で
、 

山
口
県
内
各
地
の
地
理
、
寺
社･

駅･

産
業
や
産
物
、
重
要
な
史
跡
、
地
域
の
歴
史
な
ど
が
端
的
に
、
か
つ
リ
ズ
ミ
カ
ル
に
歌

わ
れ
て
い
ま
す
。
県
全
体
と
大
島･

玖
珂･

熊
毛･

都
濃
郡
を
扱
う
第
一
集
が
明
治
三
十
四
年

一
月
、
佐
波･

吉
敷･

厚
狭･

美
祢
郡
を
扱
う
第
二
集
が
同
三
十
六
年
一
月
に
刊
行
さ
れ
ま
し

た
。
豊
浦･

大
津･

阿
武
各
郡
と
下
関
市
を
扱
う
第
三
集
は
、
第
二
集
刊
行
時
に「
近
刊
」と

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
実
際
刊
行
さ
れ
た
か
は
不
明
で
す
。

「
地
理
歴
史
防
長
唱
歌
」の
作
詞
者
は
、
当
時
、
徳
山
中
学
校
教
諭
で
あ
っ
た
富
田
武
一

で
す
。
富
田
は
国
語･

漢
文･

修
身
な
ど
を
担
当
し
た
教
員
で
、
の
ち
岩
国
・
豊
浦
高
等
女

学
校
の
校
長
と
な
り
、
県
内
の
女
子
教
育
に
大
き
な
功
績
の
あ
っ
た
人
物
で
す
。
歴
史
や

地
理
に
深
い
知
識
を
も
つ
富
田
は
、
晩
年
東
京
で
公
爵
毛
利
家
特
別
職
員
と
な
り
、
両
公

伝
編
纂
事
業（
幕
末
維
新
期
の
毛
利
家
当
主
敬
親･

元
徳
の
伝
記
編
纂
事
業
）に
従
事
し
、
伝

記
執
筆
を
担
当
し
ま
し
た
。

作
曲
者
は
、
第
一
集
が
山
口
県
師
範
学
校
教
諭
大
橋
純
二
郎
。
第
二
集
に
は
大
橋
が
作

曲
し
た
別
の
曲
と
、
都
濃
郡
戸
田
村
立
桜
田
高
等
小
学
校
校
長
淺
田
五
一
が
作
曲
し
た
楽

譜
も
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
大
橋
純
二
郎
は
京
都
出
身
、
県
師
範
学
校
二
人
目
の
音
楽
専

門
教
師
と
し
て
赴
任
し
、
の
ち
静
岡
県
師
範
学
校
に
転
任
し
ま
し
た（
梶
田
清
七『
山
口
発

信 

唱
歌
の
航
跡
』参
照
）。
音
楽
の
専
門
家
で
あ
っ
た
大
橋
の
格
調
高
い
メ
ロ
デ
ィ
ー
と
、

当
時
流
行
し
た「
ピ
ョ
ン
コ
節
」で
作
ら
れ
た
淺
田
の
親
し
み
や
す
い
メ
ロ
デ
ィ
ー
が
対
照

的
で
す
。

「防長唱歌　第2集」
（一般郷土史料Ｂ379）

　第 13 回中国四国地区アーカイブズウィーク

　文書館レキシノオト ～音で読み解く防長の歴史～
平成 30 年度のアーカイブズウィークは「音」をテーマにしました（6月 1日～11 日）。
「文書館と音」とは不思議な組み合わせですが、注意深く耳を傾けると、所蔵資料の中から意
外に多くの音が聞こえてきました。アーカイブズ展示では、これらの音に関する資料を「歴史
の音」「戦いの音」「生活の音」「芸能の音」などの視点から紹介しました（展示解説シートはウェ
ブサイトからダウンロードできます）。　　
歴史探究講座では、当館山本明史・和田秀作・山﨑一郎専門研究員が「防長唱歌」と「県民歌」
から山口県の歴史を振り返りました。また、県立山口図書館司書の廣重順子・仁田野茉莉さ
んには、「図書館秘蔵の『音』で聞く時代の風景」と題して図書館所蔵の SPレコードから戦前の
貴重な音を紹介していただきました。アーカイブズ歴史小話では、「音で読み解く防長の歴史」
をテーマに、当館職員がリレー形式で研究報告を行いました。

「県民の歌発表会」（広報課大型写真311）
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当
館
が
所
蔵
す
る
徳
山
毛
利
家
文
庫
の
未
整
理
分
に
は
、
木

箱
に
収
め
ら
れ
て
い
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
そ
う
し
た
保
存
・
管

理
の
秩
序
を
尊
重
し
、
こ
れ
ら
を「
木
箱
別
置
」文
書
と
名
付
け

整
理
を
行
い
、
今
年
度
、
五
八
八
件
、
一
四
六
七
点
を
公
開
し
ま

し
た
。

「
木
箱
別
置
」文
書
は
二
四
箱
分
で
す
。
内
容
は
、
江
戸
に
下

向
し
た
公
家
の
接
待
関
係
や
、
藩
士
が
藩
か
ら
金
銭
を
借
用
し

た
際
の
証
文
類
な
ど
様
々
で
す
。
中
で
も
目
を
引
く
の
は
、
徳
山

藩
断
絶
前
に
将
軍
や
老
中
が
発
給
し
た
文
書
の
ま
と
ま
り
、
あ
る

い
は
幕
府
の
意
を
受
け
て
藩
の
再
興
を
認
め
る
萩
藩
五
代
藩
主
毛

利
吉
元
か
ら
徳
山
藩
の
毛
利
百
次
郎
に
宛
て
た
書
状
の
よ
う
な
、

藩
の
再
興
関
係
文
書
で
す
。
藩
の
断
絶
前
の
文
書
や
再
興
に
関
す

る
文
書
を
、
徳
山
藩
で
は
他
の

文
書
に
紛
れ
な
い
よ
う
、
し
っ

か
り
と
保
存
・
管
理
し
て
い
た

こ
と
が
窺
え
ま
す
。

奇
し
く
も
今
年
は
徳
山
藩

再
興
の
年（
一
七
一
九
年
）か
ら

三
〇
〇
年
で
す
。
徳
山
藩
研
究

進
展
の
一
助
と
な
る
よ
う
、
引

き
続
き
整
理
・
公
開
作
業
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

平
成
三
十
年
十
月
三
十
一
日
、
第
九
回「
歴
史
的
公
文
書

等
の
保
存
活
用
の
た
め
の
連
絡
会
議
」を
開
催
し
ま
し
た
。
こ

れ
は
、
平
成
二
十
二
年
か
ら
年
一
回
、
県
内
市
町
の
文
書
管
理

や
文
化
財
保
護
の
担
当
者
な
ど
を
対
象
と
し
た
当
館
主
催
の
会

議
で
す
。
二
四
名
に
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
回
は
、「
歴
史
的
公
文
書
と
は
何
か
」と
い
う
課
題
を
解
決

す
る
第
一
歩
と
し
て
、
公
文
書
の
評
価
・
選
別
に
つい
て
考
え
、

協
議
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
過
去
に
開
催
し
た
連
絡
会
議

や
、
当
館
職
員
が
市
町
の
文
書
管
理
担
当
者
と
協
議
す
る
中

で
、「
歴
史
的
公
文
書
と
は
何
が
該
当
す
る
の
か
？
」と
い
う
質

問
や
悩
み
の
声
を
し
ば
し
ば
耳
に
し
た
こ
と
か
ら
設
定
し
た

テ
ー
マ
で
す
。

会
議
の
前
半
で
は
、
当
館
の
吉
田
真
夫
専
門
研
究
員
が
、

昨
年
度
、
旧
・
前
市
町
村
役
場
文
書
の
保
存
場
所
の
移
転
や

改
築
状
況
を
調
査
し
た「
旧
・
前
市
町
村
役
場
文
書
保
存
場

所
状
況
調
査
」に
つい
て
の
結
果
を
報
告
し
、
続
い
て
山
本
明
史

専
門
研
究
員
が
、「
山
口
県
文
書
館
に
お
け
る
県
庁
文
書
の
選

別
と
引
継
ぎ
」と
題
し
た
事
例
紹
介
を
行
い
ま
し
た
。
こ
こ
で

は
、
当
館
の
文
書
引
継
基
準
を
明
示
し
、
県
庁
文
書
の
評
価
・

選
別
の
実
例
を
紹
介
す
る
に
と
ど
ま
ら
ず
、
現
在
の
課
題
に
つ

い
て
も
述
べ
ま
し
た
。

後
半
は
、
演
習「
歴
史
的
公
文
書
の
評
価
・
選
別
」で
す
。

事
前
に
参
加
者
か
ら「
歴
史
的
公
文
書
か
迷
っ
て
い
る
・
悩
ん

で
い
る
事
例
」を
挙
げ
て
い
た
だ
き
、
こ
れ
を
ベ
ー
ス
に
一
グ
ル
ー

プ
三
〜
四
人
に
分
か
れ
て
討
論
し
ま
し
た
。
参
加
者
か
ら
挙

が
っ
た
六
つ
の
事
例
を
基
に
、
約
一
時
間
、
話
し
合
い
を
行
い

ま
し
た
。
少
人
数
の
グ
ル
ー
プ
と
し
た
こ
と
で
、
一
人
ひ
と
り
か

ら
活
発
な
意
見
が
出
ま
し
た
。
参
加
者
か
ら
は
、「
他
の
自
治
体

の
実
例
を
聞
く
こ
と
が
で
き
て
よ
か
っ
た
」、「
他
の
自
治
体
も
自

分
と
同
じ
よ
う
に
悩
ん
で
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
よ
か
っ
た
」な

ど
の
声
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。
一
方
で
当
館
職
員
も
、
市
町
の

現
場
の
実
情
を
直
接
知

る
こ
と
が
で
き
、
大
変
勉

強
に
な
り
ま
し
た
。
双
方

に
と
っ
て
、
有
意
義
な
機

会
と
な
っ
た
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

引
き
続
き
こ
の
会
議

を
通
し
て
、
市
町
の
方
々

と
携
し
つ
つ
、
歴
史
的
公

文
書
の
適
切
な
管
理
・

保
存
が
進
む
よ
う
努
め

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

当
館
で
は
、
県
内
資
料
の
所
在
状
況
を
把
握
す
る
た
め
、
地
域
資
料
の
所
在
に

精
通
し
た
方
に
調
査
員
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
年
二
回
、
当
館
職
員
と
調

査
員
、
お
よ
び
調
査
員
相
互
の
情
報
交
換
の
場
と
し
て
地
方
調
査
員
会
議
を
開
き
、

あ
わ
せ
て
研
修
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。

会
議
で
は
様
々
な
こ
と
が
議
題
に
上
り
ま
す
。
今
年
度
は
旧
町
村
役
場
文
書
の

整
理
・
活
用
や
家
文
書
の
散
逸
、
古
写
真
の
情
報
収
集
に
関
す
る
取
り
組
み
な
ど

が
取
り
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
担
当
地
域
や
調
査
員
の
立
場
に
よ
っ
て
抱
え
る
課
題

も
変
わ
り
ま
す
。
そ
れ
ら
を
共
有
し
、
他
地
域
の
状
況
も
参
考
に
し
な
が
ら
、
地

域
資
料
を
と
り
ま
く
環
境
の
改
善
に
努
め
て
い
ま
す
。

研
修
は
、
県
内
の
歴
史
を
は
じ
め
、
関
連
諸
分
野
の
研
究
動
向
や
他
県
の
状
況
、

資
料
の
取
り
扱
い
方
法
な
ど
、
毎
回
内
容
を
変
え
て
い
ま
す
。
今
年
度
は
第
一
回

が
襖
や
屏
風
の
下
張
り
文
書
の
記
録
・
整
理
法
に
つい
て
で
、
古
い
家
屋
の
解
体
や

改
築
が
多
い
現
在
、
散
逸
の
危
機
に
あ

る
下
張
り
文
書
を
、ど
う
残
し
、整
理
・

活
用
し
て
い
く
か
を
考
え
ま
し
た
。
ま

た
、
第
二
回
は
先
祖
調
査
の
方
法
に
つ

い
て
で
し
た
。
近
年
ブ
ー
ム
に
な
っ
て
い

る
先
祖
調
査
は
、
資
料
の
使
い
方
に
コ

ツ
が
あ
り
、
一
般
の
方
が
気
軽
に
で
き

る
と
は
言
い
難
い
も
の
で
す
。
そ
の
ノ
ウ

ハ
ウ
を
学
び
ま
し
た
。
こ
う
し
た
研
修

を
重
ね
る
こ
と
で
、
知
識
・
技
術
の
向

上
を
図
っ
て
い
ま
す
。

平成30年度第1回地方調査員会議の様子

上：旧山口県庁（旧藩庁・1より）
下：都濃郡役所書庫（8より）

№
1
2
3
4
5
6
7
8
9

写真帳名 刊行年
防長名蹟
防長農業図譜
県印刷事業創立十周年記念写真帳
山口県庁舎及県議会議事堂落成記念帳
大正天皇皇后行啓記念写真帖
山口県会紀念帳
行啓記念写真帳
都濃郡役所記念写真帳
錦川利水工事記念写真帳

内容
東宮行啓記念写真帳。県内名所旧蹟。
県内農畜産業関係写真。
県庁、県印刷所、山口市内学校・官公庁・病院等
山口県庁舎・議会堂の全景、各部屋内部写真。
毛利邸、防府各地、学校等。
県庁・議事堂、知事、県部課長、議員写真。
皇太子行啓記念。県内訪問地、御座所等。
都濃郡役所全景、職員、執務室、書庫等。
起工式、工事風景、竣工式、完成施設写真等

写真数
36

100
24
13
25
12
45
12
53

出版者
山口県
山口県農会
山口県
山口県
山口県
山口県
山口県
都濃郡役所
山口県

明治41年［1908］
明治42年［1909］
大正  2年［1913］
大正  5年［1916］
大正11年［1922］
大正11年［1922］
大正15年［1926］
大正15年［1926］

（昭和15年［1940］ヵ） 徳山藩再興を伝える萩藩主毛利吉元書状  *木箱別置6-5（6の1）

当
館
ウ
ェブ
サ
イ
ト
で
近
代
刊
行
写
真
帳
類
の
公
開

を
始
め
ま
し
た
。
明
治
末
年
〜
昭
和
戦
前
期
に
山
口

県
な
ど
が
刊
行
し
た
写
真
帳
９
冊（
当
館
蔵
）か
ら
、

掲
載
写
真
三
二
〇
枚
を
デ
ジ
タ
ル
化
し
た
も
の
で
す

（
下
表
）。
東
宮
、
皇
后
の
行
啓
記
念
写
真
帳（
１
・
５
・

７
）に
は
県
内
各
地
、
名
所
旧
蹟
の
美
し
い
写
真
が
数

多
く
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
県
農
会
発
行『
防
長
農
業

図
譜
』（
２
）は
県
内
農
畜
産
業
に
関
す
る
写
真
帳
で
、

農
園
、農
産
物
・
家
畜
な
ど
の
ほ
か
、講
習
会
、伝
習
所
、

農
作
業
風
景
な
ど
の
写
真
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
珍
し

い
も
の
と
し
て
、県
庁
内
の
印
刷
所
風
景
を
載
せ
る『
県

印
刷
事
業
創
立
十
周
年
記
念
写
真
帳
』（
３
）や
郡
役

所
廃
止
に
伴
い
発
行
さ
れ
た『
都
濃
郡
役
所
記
念
写
真

帳
』（
８
）が
あ
り
ま
す
。
後
者
に
は
郡
役
所
内
の
執
務

室
、
書
庫
の
写
真
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
写

真
帳
で
し
か
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
風
景
・
建
物
の
写

真
が
多
く
あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ
一
度
ご
覧
く
だ
さ
い
。

〜
歴
史
的
公
文
書
の
評
価・選
別
の
た
め
に
〜

第
九
回「
歴
史
的
公
文
書
等
の
保
存
活
用
の
た
め
の
連
絡
会
議
」の
開
催

徳
山
毛
利
家
文
庫
の

新
公
開
資
料

地
方
調
査
員
会
議
を
開
催
し
て
い
ま
す

〜
県
内
に
残
る
文
書
記
録
の
把
握
の
た
め
に
〜

近
代
刊
行

　   

写
真
帳
類

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
公
開
！
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当
館
が
所
蔵
す
る
徳
山
毛
利
家
文
庫
の
未
整
理
分
に
は
、
木

箱
に
収
め
ら
れ
て
い
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
そ
う
し
た
保
存
・
管

理
の
秩
序
を
尊
重
し
、
こ
れ
ら
を「
木
箱
別
置
」文
書
と
名
付
け

整
理
を
行
い
、
今
年
度
、
五
八
八
件
、
一
四
六
七
点
を
公
開
し
ま

し
た
。

「
木
箱
別
置
」文
書
は
二
四
箱
分
で
す
。
内
容
は
、
江
戸
に
下

向
し
た
公
家
の
接
待
関
係
や
、
藩
士
が
藩
か
ら
金
銭
を
借
用
し

た
際
の
証
文
類
な
ど
様
々
で
す
。
中
で
も
目
を
引
く
の
は
、
徳
山

藩
断
絶
前
に
将
軍
や
老
中
が
発
給
し
た
文
書
の
ま
と
ま
り
、
あ
る

い
は
幕
府
の
意
を
受
け
て
藩
の
再
興
を
認
め
る
萩
藩
五
代
藩
主
毛

利
吉
元
か
ら
徳
山
藩
の
毛
利
百
次
郎
に
宛
て
た
書
状
の
よ
う
な
、

藩
の
再
興
関
係
文
書
で
す
。
藩
の
断
絶
前
の
文
書
や
再
興
に
関
す

る
文
書
を
、
徳
山
藩
で
は
他
の

文
書
に
紛
れ
な
い
よ
う
、
し
っ

か
り
と
保
存
・
管
理
し
て
い
た

こ
と
が
窺
え
ま
す
。

奇
し
く
も
今
年
は
徳
山
藩

再
興
の
年（
一
七
一
九
年
）か
ら

三
〇
〇
年
で
す
。
徳
山
藩
研
究

進
展
の
一
助
と
な
る
よ
う
、
引

き
続
き
整
理
・
公
開
作
業
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

平
成
三
十
年
十
月
三
十
一
日
、
第
九
回「
歴
史
的
公
文
書

等
の
保
存
活
用
の
た
め
の
連
絡
会
議
」を
開
催
し
ま
し
た
。
こ

れ
は
、
平
成
二
十
二
年
か
ら
年
一
回
、
県
内
市
町
の
文
書
管
理

や
文
化
財
保
護
の
担
当
者
な
ど
を
対
象
と
し
た
当
館
主
催
の
会

議
で
す
。
二
四
名
に
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
回
は
、「
歴
史
的
公
文
書
と
は
何
か
」と
い
う
課
題
を
解
決

す
る
第
一
歩
と
し
て
、
公
文
書
の
評
価
・
選
別
に
つい
て
考
え
、

協
議
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
過
去
に
開
催
し
た
連
絡
会
議

や
、
当
館
職
員
が
市
町
の
文
書
管
理
担
当
者
と
協
議
す
る
中

で
、「
歴
史
的
公
文
書
と
は
何
が
該
当
す
る
の
か
？
」と
い
う
質

問
や
悩
み
の
声
を
し
ば
し
ば
耳
に
し
た
こ
と
か
ら
設
定
し
た

テ
ー
マ
で
す
。

会
議
の
前
半
で
は
、
当
館
の
吉
田
真
夫
専
門
研
究
員
が
、

昨
年
度
、
旧
・
前
市
町
村
役
場
文
書
の
保
存
場
所
の
移
転
や

改
築
状
況
を
調
査
し
た「
旧
・
前
市
町
村
役
場
文
書
保
存
場

所
状
況
調
査
」に
つい
て
の
結
果
を
報
告
し
、
続
い
て
山
本
明
史

専
門
研
究
員
が
、「
山
口
県
文
書
館
に
お
け
る
県
庁
文
書
の
選

別
と
引
継
ぎ
」と
題
し
た
事
例
紹
介
を
行
い
ま
し
た
。
こ
こ
で

は
、
当
館
の
文
書
引
継
基
準
を
明
示
し
、
県
庁
文
書
の
評
価
・

選
別
の
実
例
を
紹
介
す
る
に
と
ど
ま
ら
ず
、
現
在
の
課
題
に
つ

い
て
も
述
べ
ま
し
た
。

後
半
は
、
演
習「
歴
史
的
公
文
書
の
評
価
・
選
別
」で
す
。

事
前
に
参
加
者
か
ら「
歴
史
的
公
文
書
か
迷
っ
て
い
る
・
悩
ん

で
い
る
事
例
」を
挙
げ
て
い
た
だ
き
、
こ
れ
を
ベ
ー
ス
に
一
グ
ル
ー

プ
三
〜
四
人
に
分
か
れ
て
討
論
し
ま
し
た
。
参
加
者
か
ら
挙

が
っ
た
六
つ
の
事
例
を
基
に
、
約
一
時
間
、
話
し
合
い
を
行
い

ま
し
た
。
少
人
数
の
グ
ル
ー
プ
と
し
た
こ
と
で
、
一
人
ひ
と
り
か

ら
活
発
な
意
見
が
出
ま
し
た
。
参
加
者
か
ら
は
、「
他
の
自
治
体

の
実
例
を
聞
く
こ
と
が
で
き
て
よ
か
っ
た
」、「
他
の
自
治
体
も
自

分
と
同
じ
よ
う
に
悩
ん
で
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
よ
か
っ
た
」な

ど
の
声
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。
一
方
で
当
館
職
員
も
、
市
町
の

現
場
の
実
情
を
直
接
知

る
こ
と
が
で
き
、
大
変
勉

強
に
な
り
ま
し
た
。
双
方

に
と
っ
て
、
有
意
義
な
機

会
と
な
っ
た
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

引
き
続
き
こ
の
会
議

を
通
し
て
、
市
町
の
方
々

と
携
し
つ
つ
、
歴
史
的
公

文
書
の
適
切
な
管
理
・

保
存
が
進
む
よ
う
努
め

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

当
館
で
は
、
県
内
資
料
の
所
在
状
況
を
把
握
す
る
た
め
、
地
域
資
料
の
所
在
に

精
通
し
た
方
に
調
査
員
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
年
二
回
、
当
館
職
員
と
調

査
員
、
お
よ
び
調
査
員
相
互
の
情
報
交
換
の
場
と
し
て
地
方
調
査
員
会
議
を
開
き
、

あ
わ
せ
て
研
修
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。

会
議
で
は
様
々
な
こ
と
が
議
題
に
上
り
ま
す
。
今
年
度
は
旧
町
村
役
場
文
書
の

整
理
・
活
用
や
家
文
書
の
散
逸
、
古
写
真
の
情
報
収
集
に
関
す
る
取
り
組
み
な
ど

が
取
り
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
担
当
地
域
や
調
査
員
の
立
場
に
よ
っ
て
抱
え
る
課
題

も
変
わ
り
ま
す
。
そ
れ
ら
を
共
有
し
、
他
地
域
の
状
況
も
参
考
に
し
な
が
ら
、
地

域
資
料
を
と
り
ま
く
環
境
の
改
善
に
努
め
て
い
ま
す
。

研
修
は
、
県
内
の
歴
史
を
は
じ
め
、
関
連
諸
分
野
の
研
究
動
向
や
他
県
の
状
況
、

資
料
の
取
り
扱
い
方
法
な
ど
、
毎
回
内
容
を
変
え
て
い
ま
す
。
今
年
度
は
第
一
回

が
襖
や
屏
風
の
下
張
り
文
書
の
記
録
・
整
理
法
に
つい
て
で
、
古
い
家
屋
の
解
体
や

改
築
が
多
い
現
在
、
散
逸
の
危
機
に
あ

る
下
張
り
文
書
を
、ど
う
残
し
、整
理
・

活
用
し
て
い
く
か
を
考
え
ま
し
た
。
ま

た
、
第
二
回
は
先
祖
調
査
の
方
法
に
つ

い
て
で
し
た
。
近
年
ブ
ー
ム
に
な
っ
て
い

る
先
祖
調
査
は
、
資
料
の
使
い
方
に
コ

ツ
が
あ
り
、
一
般
の
方
が
気
軽
に
で
き

る
と
は
言
い
難
い
も
の
で
す
。
そ
の
ノ
ウ

ハ
ウ
を
学
び
ま
し
た
。
こ
う
し
た
研
修

を
重
ね
る
こ
と
で
、
知
識
・
技
術
の
向

上
を
図
っ
て
い
ま
す
。

平成30年度第1回地方調査員会議の様子

上：旧山口県庁（旧藩庁・1より）
下：都濃郡役所書庫（8より）

№
1
2
3
4
5
6
7
8
9

写真帳名 刊行年
防長名蹟
防長農業図譜
県印刷事業創立十周年記念写真帳
山口県庁舎及県議会議事堂落成記念帳
大正天皇皇后行啓記念写真帖
山口県会紀念帳
行啓記念写真帳
都濃郡役所記念写真帳
錦川利水工事記念写真帳

内容
東宮行啓記念写真帳。県内名所旧蹟。
県内農畜産業関係写真。
県庁、県印刷所、山口市内学校・官公庁・病院等
山口県庁舎・議会堂の全景、各部屋内部写真。
毛利邸、防府各地、学校等。
県庁・議事堂、知事、県部課長、議員写真。
皇太子行啓記念。県内訪問地、御座所等。
都濃郡役所全景、職員、執務室、書庫等。
起工式、工事風景、竣工式、完成施設写真等

写真数
36

100
24
13
25
12
45
12
53

出版者
山口県
山口県農会
山口県
山口県
山口県
山口県
山口県
都濃郡役所
山口県

明治41年［1908］
明治42年［1909］
大正  2年［1913］
大正  5年［1916］
大正11年［1922］
大正11年［1922］
大正15年［1926］
大正15年［1926］

（昭和15年［1940］ヵ） 徳山藩再興を伝える萩藩主毛利吉元書状  *木箱別置6-5（6の1）

当
館
ウ
ェブ
サ
イ
ト
で
近
代
刊
行
写
真
帳
類
の
公
開

を
始
め
ま
し
た
。
明
治
末
年
〜
昭
和
戦
前
期
に
山
口

県
な
ど
が
刊
行
し
た
写
真
帳
９
冊（
当
館
蔵
）か
ら
、

掲
載
写
真
三
二
〇
枚
を
デ
ジ
タ
ル
化
し
た
も
の
で
す

（
下
表
）。
東
宮
、
皇
后
の
行
啓
記
念
写
真
帳（
１
・
５
・

７
）に
は
県
内
各
地
、
名
所
旧
蹟
の
美
し
い
写
真
が
数

多
く
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
県
農
会
発
行『
防
長
農
業

図
譜
』（
２
）は
県
内
農
畜
産
業
に
関
す
る
写
真
帳
で
、

農
園
、農
産
物
・
家
畜
な
ど
の
ほ
か
、講
習
会
、伝
習
所
、

農
作
業
風
景
な
ど
の
写
真
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
珍
し

い
も
の
と
し
て
、県
庁
内
の
印
刷
所
風
景
を
載
せ
る『
県

印
刷
事
業
創
立
十
周
年
記
念
写
真
帳
』（
３
）や
郡
役

所
廃
止
に
伴
い
発
行
さ
れ
た『
都
濃
郡
役
所
記
念
写
真

帳
』（
８
）が
あ
り
ま
す
。
後
者
に
は
郡
役
所
内
の
執
務

室
、
書
庫
の
写
真
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
写

真
帳
で
し
か
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
風
景
・
建
物
の
写

真
が
多
く
あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ
一
度
ご
覧
く
だ
さ
い
。

〜
歴
史
的
公
文
書
の
評
価・選
別
の
た
め
に
〜

第
九
回「
歴
史
的
公
文
書
等
の
保
存
活
用
の
た
め
の
連
絡
会
議
」の
開
催

徳
山
毛
利
家
文
庫
の

新
公
開
資
料

地
方
調
査
員
会
議
を
開
催
し
て
い
ま
す

〜
県
内
に
残
る
文
書
記
録
の
把
握
の
た
め
に
〜

近
代
刊
行

　   

写
真
帳
類

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
公
開
！

45



今
年
度
、
一
六
家
・
五
、
三
○
七
点
の
諸
家
文
書
の
公
開
を
開
始
し
ま
し
た
。
そ
の
中
か
ら

四
つ
の
文
書
群
を
紹
介
し
ま
す
。

■
嶋
田
家
文
書

嶋
田
家
は
長
門
国
吉
田
村（
現
、
下
関
市
）の
旧
家
で
、
明
治
初
期
に
は
同
村
の
戸
長
を
務

め
て
い
た
家
で
す
。
文
書
は
、
代
々
嶋
田
家
が
家
宝
と
し
て
大
切
に
保
存
し
て
き
た「
講
孟
剳
記

評
語
」で
す
。「
講
孟
剳
記
評
語
」は
、
吉
田
松
陰
が「
孟
子
」の
講
義
内
容
を「
講
孟
剳
記
」（
の
ち

「
講
孟
余
話
」）と
し
て
ま
と
め
る
に
あ
た
り
、
明
倫
館
学
頭
を
務
め
た
山
県
太
華
に
批
評
を
依

頼
し
、
さ
ら
に
そ
の
太
華
の
批
評
に
松
陰
が
反
論
を
加
え
た
内
容
が
記
さ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

松
陰
神
社
所
蔵
の「
講
孟
剳
記
評
語
」の
別
本
に
あ
た
り
、
松
陰
神
社
所
蔵
本
に
は
無
い
文
字

情
報
を
含
ん
で
い
ま
す
。『
吉
田
松
陰
全
集
』第
二
巻（
岩
波
版
）に「
講
孟
余
話
附
録
」と
し
て
収

録
さ
れ
て
い
ま
す
。
な
お
本
書
に
は
、
松
陰
の
従
兄
弟
で
、
門
下
生
で
も
あ
っ
た
久
保
久
清
の

蔵
書
印
が
あ
り
ま
す
。

■
多
田
穂
波
収
集
文
書

多
田
穂
波
氏（
本
名
房
雄
、
一
九
一
二
〜
九
六
）は
、
国
鉄
退
職
後
に
、
豊
北
町（
現
、
下

関
市
豊
北
町
）で
表
具
店
を
営
む
傍
ら
、
特
に
出
身
地
で
あ
る
萩
市
見
島
の
歴
史
・
民
俗
に
つ

い
て
熱
心
に
研
究
を
進
め
、
豊
北
町
歴
史
民
俗
資
料
館
友
の
会
理
事
、
豊
北
町
郷
土
文
化
研

究
会
理
事
、
豊
北
町
史
編
纂
委
員
な
ど
を
務
め
ま
し
た
。
文
書
の
内
容
は
、
多
田
氏
が
収
集
・

復
元
し
た
襖
の
下
張
文
書
群
と
い
う
ユニ
ー
ク
な
性
格
を
も
つ
も
の
で
す
。
廃
棄
文
書
と
い
う
性

格
上
、
あ
ま
り
目
に
す
る
こ
と
の
な
い
内
容
、
性
格
を
も
っ
た
文
書
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
地

域
的
に
は
、
粟
野
、
矢
玉
、
田
耕
、
神
田
上
、
阿
川
、
二
見
な
ど
豊
浦
郡
内
に
関
す
る
も
の

が
多
い
の
が
特
徴
で
す
。
家
別
で
は
、
西
嶋
家
、
内
田
家（
矢
玉
）、
根
来
家
、
山
本
家
な
ど
の

文
書
が
比
較
的
ま
と
ま
っ
て
い
ま
す
。
主
題
別
で
は
、
廻
船
、
仕
切
状
が
多
い
点
が
特
徴
で
す
。

■
長
井
家
文
書

長
井
家
は
大
江
姓
で
、
大
江
広
元

の
次
男
時
広
を
祖
と
し
、
萩
藩
主
毛

利
家
と
は
同
族
で
す
。
近
世
は
大
組

に
属
し
、
幕
末
に
藩
政
を
主
導
し
た

長
井
雅
楽（
時
庸
、一
八
一
九
〜
六
三
）

は
当
家
の
出
身
で
す
。
雅
楽
没
後
、

娘
の
貞
子
と
そ
の
子
・
時
彦
は
毛
利

公
爵
家
に
仕
え
て
い
ま
す
。
文
書
の

内
容
は
、
長
井
雅
楽
関
係
文
書
が

中
核
を
占
め
ま
す
。
そ
れ
以
外
は
、

雅
楽
以
前
の
長
井
家
が
萩
藩
士
と
し

て
活
動
し
た
こ
と
に
よ
り
作
成
・
授

受
し
た
文
書
群
、
雅
楽
没
後
の
幕
末

以
降
、
特
に
近
代
に
入
っ
て
か
ら
の

貞
子
・
時
彦
親
子
の
書
簡
を
中
心
と

し
た
文
書
群
、
な
ら
び
に
明
治
を
主

と
し
た
和
歌
詠
草
や
書
画
、
書
籍
に

大
別
さ
れ
ま
す
。
長
井
雅
楽
関
係

文
書
に
は
夫
人
や
娘
の
貞
子
と
の
間

で
取
り
交
わ
さ
れ
た
書
状
も
多
く
残

り
、
政
治
家
・
長
井
雅
楽
の
違
っ
た

一
面
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
荒
瀬
家
文
書（
防
府
市
）

幕
末
を
生
き
た
荒
瀬
桑
陽
は
、
上
洛
し
て
儒
学
・
天
文
学
等
を
修
め
た
の
ち
長
崎
へ
赴
き
、

帰
郷
後
は
、
現
在
の
防
府
市
江
泊
に「
江
沖
塾
」を
開
き
上
山
満
之
進
ら
近
在
の
後
進
を
育
て
ま

し
た
。
そ
の
子
収
甫
は
一
八
六
〇
年
長
崎
に
赴
き
、
幕
末
に
来
日
し
て
日
本
で
初
め
て
体
系
的

に
西
洋
医
学
を
教
え
た
ポ
ンペ
・
フ
ァ
ン
・
メ
ー
デ
ル
フ
ー
ル
ト
に
入
門
、
三
田
尻
に
帰
っ
て
か
ら
は

山
口
県
立
華
浦
医
学
校
教
師
等
の
公
職
に
就
き
、
の
ち
自
宅
に
て
開
業
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
収

甫
の
子
政
一
も
医
の
道
に
進
み
、
開
業
医
と
し
て
地
域
医
療
に
あ
た
る
一
方
で
、
日
露
戦
争
に

軍
医
と
し
て
従
軍
し
ま
し
た
。
続
く
進
も
同
じ
く
医
者
と
な
り
、
大
阪
帝
大
医
学
部
教
授
、

国
立
善
通
寺
病
院
長
等
を
つ
と
め
ま
し
た
。
荒
瀬
家
文
書
に
は
、
桑
陽
以
下
各
人
の
関
係
資
料

の
ほ
か
、
政
一
撮
影
と
思
わ
れ
る
大
正
時
代
の
写
真
や
、
絵
葉
書
も
数
多
く
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

平
成
三
十
年
六
月
、
ア
メ
リ
カ
の
プ
リ
ン
ス
ト
ン
大
学
歴
史
学
部
東
ア
ジ
ア
研
究
科
の
ト
ー
マ

ス
・
コ
ン
ラ
ン
教
授
が
学
生
二
人
と
来
館
さ
れ
ま
し
た
。
コ
ン
ラ
ン
教
授
は
、
日
本
の
中
世
軍
事

史
が
専
門
で
、近
年
は
山
口
県
と
関
わ
り
の
深
い
大
内
氏
の
研
究
に
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、

毎
年
の
よ
う
に
来
日
・
来
山
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
回
の
調
査
は
、
五
月
末
か
ら
行
わ
れ
た
京
都
大
学
に
よ
る
古
文
書
合
宿
に
参
加
し
た
プ
リ

ン
ス
ト
ン
大
学
大
学
院
生
五
名
の
う
ち
、
ネ
ー
ザ
ン
・
レッ
ド
ベッ
タ
ー
さ
ん
と
デ
ビ
ッ
ド
・
ロ
ム
ニ
ー

さ
ん
の
二
名
が
、
合
宿
後
、
教
授
と
一
緒
に
山
口
県
及
び
当
館
に
ま
で
足
を
延
ば
さ
れ
た
も
の

で
す
。
一
行
は
書
庫
見
学
の

後
、「
興
隆
寺
文
書
」「
右
田
毛

利
家
文
書
」「
三
浦
家
文
書
」な

ど
、
当
館
が
所
蔵
す
る
代
表

的
な
中
世
文
書
を
閲
覧
さ
れ

ま
し
た
。

私
た
ち
日
本
人
で
も
読
み

解
く
の
が
難
し
い
中
世
の
古
文

書
を
、
時
に
は
音
読
も
交
え

な
が
ら
、
熱
心
に
検
討
さ
れ
て

い
ま
し
た
。
母
国
語
以
外
の
言

語（
し
か
も
現
代
語
で
は
な
い
）

と
知
識
を
駆
使
す
る
三
人
の

様
子
に
館
員
一
同
感
心
す
る

こ
と
し
き
り
で
し
た
。

閲
覧
室
か
ら

米
プ
リ
ン
ス
ト
ン
大
学 

コ
ン
ラ
ン
教
授
一
行
の
来
館

新
収
諸
家
文
書
を
紹
介
し
ま
す
！

平
成
三
十
年
度
の

67

左からロムニーさん、レッドベッターさん、コンラン教授

揚水用の踏車。遠くに鞠生松原、大平山
を望む（№305）

■平成30年度の新収諸家文書

大正時代の萩往還。防府市華浦付近（№305）

ポンペ肖像画。荒瀬家ではポンペを神の
ように崇めていました（№135）

桑陽が明治6年に描いた防府図（部分）。中央下に御茶屋（現英雲荘）と老
松神社、右に防府天満宮と国分寺、左上に三田尻塩田がみえます（№1）

№ 文書名 点数 主な文書の年代 文書群の特徴（関連地域、個人・家の歴史、就任役職等）

1 荒瀬家文書 862 近世～現代 漢学者／医者

2 飯田家文書 368 近世～現代 医者／辞令／医学書

3 井下家文書 15 中世～近世 石見土豪／福屋氏家臣／岩国藩士

4 大中家文書（神奈川県） 47 近世～近代 萩藩士（一代遠近付・御手廻組）

5 尾崎家文書（追加） 14 近代～現代 技師／アフガニスタン

6 佐々木家文書 546 近世～現代 庄屋／畔頭／萩藩士／村長／教員

7 佐々木均文書（追加） 73 現代 県職員

8 佐世家文書 142 中世～現代 萩藩士（大組）

9 佐田家文書（山口市吉敷） 187 近世～近代 村会議員／新聞

10 志道家文書（追加） 1198 近世～近代 萩藩士（大組）／戸長／協同会社／郵便局

11 嶋田家文書 1 近世 和書／吉田松陰

12 多田穂波収集文書 746 近代～現代 コレクション／下貼文書

13 田中保彦収集史料（追加） 80 近代 写真

14 長井家文書 717 近世～現代 萩藩士（大組）

15 防長武学生養成所文書 25 近代～現代 武学生養成

16 松村政弘収集文書 286 近世～近代 コレクション／萩藩士（永代家老）／勘場守／区長／村会議員



今
年
度
、
一
六
家
・
五
、
三
○
七
点
の
諸
家
文
書
の
公
開
を
開
始
し
ま
し
た
。
そ
の
中
か
ら

四
つ
の
文
書
群
を
紹
介
し
ま
す
。

■
嶋
田
家
文
書

嶋
田
家
は
長
門
国
吉
田
村（
現
、
下
関
市
）の
旧
家
で
、
明
治
初
期
に
は
同
村
の
戸
長
を
務

め
て
い
た
家
で
す
。
文
書
は
、
代
々
嶋
田
家
が
家
宝
と
し
て
大
切
に
保
存
し
て
き
た「
講
孟
剳
記

評
語
」で
す
。「
講
孟
剳
記
評
語
」は
、
吉
田
松
陰
が「
孟
子
」の
講
義
内
容
を「
講
孟
剳
記
」（
の
ち

「
講
孟
余
話
」）と
し
て
ま
と
め
る
に
あ
た
り
、
明
倫
館
学
頭
を
務
め
た
山
県
太
華
に
批
評
を
依

頼
し
、
さ
ら
に
そ
の
太
華
の
批
評
に
松
陰
が
反
論
を
加
え
た
内
容
が
記
さ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

松
陰
神
社
所
蔵
の「
講
孟
剳
記
評
語
」の
別
本
に
あ
た
り
、
松
陰
神
社
所
蔵
本
に
は
無
い
文
字

情
報
を
含
ん
で
い
ま
す
。『
吉
田
松
陰
全
集
』第
二
巻（
岩
波
版
）に「
講
孟
余
話
附
録
」と
し
て
収

録
さ
れ
て
い
ま
す
。
な
お
本
書
に
は
、
松
陰
の
従
兄
弟
で
、
門
下
生
で
も
あ
っ
た
久
保
久
清
の

蔵
書
印
が
あ
り
ま
す
。

■
多
田
穂
波
収
集
文
書

多
田
穂
波
氏（
本
名
房
雄
、
一
九
一
二
〜
九
六
）は
、
国
鉄
退
職
後
に
、
豊
北
町（
現
、
下

関
市
豊
北
町
）で
表
具
店
を
営
む
傍
ら
、
特
に
出
身
地
で
あ
る
萩
市
見
島
の
歴
史
・
民
俗
に
つ

い
て
熱
心
に
研
究
を
進
め
、
豊
北
町
歴
史
民
俗
資
料
館
友
の
会
理
事
、
豊
北
町
郷
土
文
化
研

究
会
理
事
、
豊
北
町
史
編
纂
委
員
な
ど
を
務
め
ま
し
た
。
文
書
の
内
容
は
、
多
田
氏
が
収
集
・

復
元
し
た
襖
の
下
張
文
書
群
と
い
う
ユニ
ー
ク
な
性
格
を
も
つ
も
の
で
す
。
廃
棄
文
書
と
い
う
性

格
上
、
あ
ま
り
目
に
す
る
こ
と
の
な
い
内
容
、
性
格
を
も
っ
た
文
書
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
地

域
的
に
は
、
粟
野
、
矢
玉
、
田
耕
、
神
田
上
、
阿
川
、
二
見
な
ど
豊
浦
郡
内
に
関
す
る
も
の

が
多
い
の
が
特
徴
で
す
。
家
別
で
は
、
西
嶋
家
、
内
田
家（
矢
玉
）、
根
来
家
、
山
本
家
な
ど
の

文
書
が
比
較
的
ま
と
ま
っ
て
い
ま
す
。
主
題
別
で
は
、
廻
船
、
仕
切
状
が
多
い
点
が
特
徴
で
す
。

■
長
井
家
文
書

長
井
家
は
大
江
姓
で
、
大
江
広
元

の
次
男
時
広
を
祖
と
し
、
萩
藩
主
毛

利
家
と
は
同
族
で
す
。
近
世
は
大
組

に
属
し
、
幕
末
に
藩
政
を
主
導
し
た

長
井
雅
楽（
時
庸
、一
八
一
九
〜
六
三
）

は
当
家
の
出
身
で
す
。
雅
楽
没
後
、

娘
の
貞
子
と
そ
の
子
・
時
彦
は
毛
利

公
爵
家
に
仕
え
て
い
ま
す
。
文
書
の

内
容
は
、
長
井
雅
楽
関
係
文
書
が

中
核
を
占
め
ま
す
。
そ
れ
以
外
は
、

雅
楽
以
前
の
長
井
家
が
萩
藩
士
と
し

て
活
動
し
た
こ
と
に
よ
り
作
成
・
授

受
し
た
文
書
群
、
雅
楽
没
後
の
幕
末

以
降
、
特
に
近
代
に
入
っ
て
か
ら
の

貞
子
・
時
彦
親
子
の
書
簡
を
中
心
と

し
た
文
書
群
、
な
ら
び
に
明
治
を
主

と
し
た
和
歌
詠
草
や
書
画
、
書
籍
に

大
別
さ
れ
ま
す
。
長
井
雅
楽
関
係

文
書
に
は
夫
人
や
娘
の
貞
子
と
の
間

で
取
り
交
わ
さ
れ
た
書
状
も
多
く
残

り
、
政
治
家
・
長
井
雅
楽
の
違
っ
た

一
面
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
荒
瀬
家
文
書（
防
府
市
）

幕
末
を
生
き
た
荒
瀬
桑
陽
は
、
上
洛
し
て
儒
学
・
天
文
学
等
を
修
め
た
の
ち
長
崎
へ
赴
き
、

帰
郷
後
は
、
現
在
の
防
府
市
江
泊
に「
江
沖
塾
」を
開
き
上
山
満
之
進
ら
近
在
の
後
進
を
育
て
ま

し
た
。
そ
の
子
収
甫
は
一
八
六
〇
年
長
崎
に
赴
き
、
幕
末
に
来
日
し
て
日
本
で
初
め
て
体
系
的

に
西
洋
医
学
を
教
え
た
ポ
ンペ
・
フ
ァ
ン
・
メ
ー
デ
ル
フ
ー
ル
ト
に
入
門
、
三
田
尻
に
帰
っ
て
か
ら
は

山
口
県
立
華
浦
医
学
校
教
師
等
の
公
職
に
就
き
、
の
ち
自
宅
に
て
開
業
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
収

甫
の
子
政
一
も
医
の
道
に
進
み
、
開
業
医
と
し
て
地
域
医
療
に
あ
た
る
一
方
で
、
日
露
戦
争
に

軍
医
と
し
て
従
軍
し
ま
し
た
。
続
く
進
も
同
じ
く
医
者
と
な
り
、
大
阪
帝
大
医
学
部
教
授
、

国
立
善
通
寺
病
院
長
等
を
つ
と
め
ま
し
た
。
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家
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下
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資料紹介

■亀山山頂より　～記録された明治のながめ～
　平成 30 年（2018）9 月、山口市
の亀山山頂広場が市民公園として
リニューアルされました。広場は、
中心市街地を一望できる高さ68
メートルの小高い丘陵に位置して
います。
　明治30年代、ここには毛利敬親・
元徳と支藩主の銅像６体が建立さ
れ、銅像公園として親しまれていま
した。亀山で重視されたのはその
眺望であったと考えられます。当時
の県庁舎や県会議事堂、毛利家
香山墓所、元就・敬親を祀る豊栄
神社・野田神社などを眼下に見渡
すことができる亀山は、「近代日本の
旗手」となった山口県人の紐帯を象
徴する場所のひとつとして強く意識
されていたのでしょう。昭和 11 年

（1936）12月、「王政復古七十年」記
念式典の会場も亀山でした。

　毛利家文庫（81 写真資料 31）には亀山山頂からの眺望を収めた写真が 6 点残されています（いずれも山口
町の写真師麻生雲烟撮影）。撮影方向を北から時計回りに並べると①から⑥の順になります。写真⑤に落成
直前の日露戦役記念砲台公園の様子を確認できることから、撮影時期は明治 43 年（1910）春と推察されます。
写真からは、旧藩庁門、瑠璃光寺五重塔、八坂神社の木製大鳥居、旧松原写真館の塔屋と写場のトップラ
イト（あかりとり）、豊栄神社・野田神社・今八幡宮の社叢、龍福寺、歩兵四二聯隊の兵営、高等商業学校
グラウンド、県立山口図書館などを確認できます。萩往還道や石州街道沿いに建物の棟がすきまなく連続して
おり、当時のまちのにぎわいの様子が伝わってきます。さらに、周囲の山容に目をむけると、所 に々樹木の伐採さ
れた箇所が見えます。下草・落葉なども利用されていたものと思われ、山が当時の日常にとりこまれていたことが
わかります。
　なお、写真データは当館 web サイトからダウンロードできます。
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